
がんばる農業者あの人この人

　　　 （詳細は3頁）

水
の
恵
み
を
も
た
ら
す
二
大
江
筋

　
　
　
　
　先
人
の
偉
業
に
感
謝
を

水
の
恵
み
を
も
た
ら
す
二
大
江
筋

　
　
　
　
　先
人
の
偉
業
に
感
謝
を

水
の
恵
み
を
も
た
ら
す
二
大
江
筋

　
　
　
　
　先
人
の
偉
業
に
感
謝
を
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いわき市農業委員会だより 第172号（2）2016年（平成28年）10月1日

ライン挿入 バーコード読込み

検査済ラベル印刷・貼付

検査器
機本体
検査器
機本体

全袋検査場のイメージ

　
　
　事
務
局

　い
わ
き
市
農
業
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 ︽
検
査
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
︾

☎
２
２‐

１
１
４
７

バーコード
ラベル郵送

放射性物質全量全袋検査のフロー図

平
成
28
年
産
米

放
射
性
物
質
全
量
全
袋
検
査
の
実
施

検 査 場 所 予約申込先 電　話 FAX

J
A
福
島
さ
く
ら

い
わ
き
地
区
本
部

飯野倉庫

高久倉庫

カントリーエレベーター

第一営農経済センター

第二営農経済センター

第三営農経済センター

第四営農経済センター

第五営農経済センター

三坂倉庫

第六営農経済センター渡辺倉庫

第五営農経済センター倉庫

85−2669

62−7647

※予約申込書は、バーコードラベル郵送時に同封しております。
　また、市農業振興課においても配付しております。

34−8146

32−3028

83−1123

56−2688

73−3100

29−2463

27−2835

85−2333

62−4670

34−3529

32−3012

83−1122

56−0808

73−0078

29−2462

27−2828

㈱相馬屋

㈲米問屋

福島糧穀㈱

　今
年
度
も
こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き
、
全
て
の
県
内

産
米
を
対
象
に
、
全
量
全
袋
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　基
準
値
を
超
え
る
米
の
流
通
を
防
ぎ
、
消
費
者
に

安
全
な
米
を
届
け
る
こ
と
は
産
地
の
責
任
で
あ
り
、

福
島
県
産
米
へ
の
信
頼
回
復
に
必
要
不
可
欠
で
す
。

　生
産
者
の
皆
様
に
は
、
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
の

う
え
、
必
ず
全
て
の
米
袋
を
検
査
し
て
か
ら
販
売
、

譲
渡
、
消
費
す
る
こ
と
と
し
、
産
地
の
信
頼
回
復
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

︽
検
査
開
始
日
︾
平
成
28
年
９
月
12
日
︵
月
︶

︽
検
査
の
対
象
︾
生
産
し
た
全
て
の
米
︵
飯
米
、

　
　縁
故
米
、食
用
の﹁
ふ
る
い
下
米
﹂な
ど
も
含
む
︶

　
　※
過
年
産
米
︵
未
検
査
︶
の
検
査
は
各
検
査
場

　
　
　に
要
相
談

︽
検
査
の
準
備
︾
各
生
産
者
に
郵
送
さ
れ
た
バ
ー

　
　コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
を
全
て
の
米
袋
に
貼
付
。

　
　※
貼
付
位
置
は
原
則
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

　
　
　集
荷
業
者
等
に
よ
り
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の

　
　
　に
つ
い
て
は
、
指
定
さ
れ
て
い
る
位
置
に
貼

　
　
　付
し
て
く
だ
さ
い
。

︽
検
査
の
受
付
︾
Ｊ
Ａ
等
を
通
じ
て
出
荷
す
る
場

　
　合
は
不
要
。
個
人
で
販
売
・
譲
渡
・
消
費
す
る

　
　場
合
、
予
約
申
込
先
へ
予
約
申
込
書
を
持
参
又

　
　は
Ｆ
Ａ
Ｘ
。

︽
検
査
の
実
施
︾
指
定
さ
れ
た
検
査
日
に
、
検
査

　
　の
準
備
を
終
え
た
米
袋
を
搬
入
。

︽
検
査
料
金
︾
無
料

︽
注
意
点
︾

　
　①
各
生
産
者
に
郵
送
さ
れ
た
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ

　
　
　ル
を
使
用
し
、
余
っ
て
も
絶
対
に
他
人
に
譲

　
　
　ら
な
い
。
他
人
の
も
の
は
使
用
し
な
い
。
不

　
　
　足
し
た
場
合
、
市
農
業
振
興
課
に
連
絡
。

　
　②
過
年
産
米
の
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
は
使
用
不

　
　
　可
。

　
　③
出
荷
状
態
︵
30
㎏
米
袋
︶
で
検
査
実
施
。

︽
そ
の
他
︾
検
査
場
へ
の
搬
入
に
つ
い
て
は
、

　
　J
A
や
集
荷
業
者
が
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
の

　
　で
、
予
約
の
際
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【市協議会】

バーコード
ラベル貼付

【生産者】 集荷・検査場搬入

【JA・集荷業者等】

出荷（流通）

【JA・集荷業者等】

自家消費等

【生産者】
予約申込・検査場搬入

【生産者】

検査結果の公表

【県協議会】

・スクリーニング検査
・検査済みラベル貼付

【検査場】

い
わ
き
地
域
の
恵
み
安
全
対
策
協
議
会



がんばる農業者

あの人この人あの人この人あの人この人

いわき市農業委員会だより（3）第172号 2016年（平成28年）10月1日

坂本和　さん（40歳）

とご家族一同

　今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
山
田
町
社
岡
に

お
住
い
の
認
定
農
業
者
の
坂
本
和
德
さ
ん
で

す
。　坂

本
さ
ん
は
稲
作
と
野
菜
栽
培
を
行
っ
て

お
り
、
経
営
規
模
の
拡
大
に
取
り
組
ん
だ
結

果
、
現
在
は
田
１７
・
７

　︵
来
年
以
降
２７
・

３

　に
拡
大
を
計
画
︶
、
畑
1.6

　を
耕
作
し

て
い
ま
す
。
大
型
の
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ

イ
ン
、
ネ
ギ
の
収
穫
機
や
調
整
機
等
、
各
種

農
業
機
械
を
複
数
所
有
し
、
１１
ａ
の
育
苗
ハ

ウ
ス
を
用
い
る
な
ど
、
農
作
業
の
軽
労
化
・

省
力
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
経
営
は
、

妻
と
両
親
で
家
族
一
丸
と
な
っ
て
行
っ
て
お

り
、
繁
忙
期
に
は
３
人
の
お
子
さ
ん
も
手

伝
っ
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。
稲
作
に
つ
い
て

は
、
う
る
ち
米
、
も
ち
米
、
飼
料
用
米
、
酒

米
、
業
務
用
米
の
５
種
類
８
品
種
を
栽
培
し
、

野
菜
は
１１
月
上
旬
〜
５
月
中
旬
に
か
け
て
、

ネ
ギ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
西
洋

野
菜
等
を
収
穫
し
て
い
ま

す
。　積

極
的
な
営
業
活
動
も

行
っ
て
お
り
、
出
荷
先
は

Ｊ
Ａ
、
米
穀
店
、
料
理
店
、

ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア

ン
ズ
、
個
人
等
、
幅
広
い

販
路
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
以
前
よ
り
、
そ

れ
ま
で
栽
培
の
経
験
が
な

か
っ
た
西
洋
野
菜
に
挑
戦

し
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

た
結
果
、
今
で
は
減
農
薬

で
環
境
に
や
さ
し
い
農
業

を
実
践
、
美
味
し
い
西
洋
野
菜
の
収
穫
が
可

能
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
現
在
で
は
、

﹁
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
―
﹂
の
認
定
も
受
け
て
い

ま
す
。
収
穫
し
た
西
洋
野
菜
は
大
変
好
評
で
、

特
に
市
内
外
の
レ
ス
ト
ラ
ン
等
か
ら
直
接
の

注
文
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
　

　ま
た
、
普
段
は
地
域
の
行
事
や
消
防
団
活

動
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
と
の
繋
が

り
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
忙
し
い
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
が
、
年
に
１
回
は
家
族
旅
行

を
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
れ
が
、
心
を
癒
す
貴
重
な
時
間
に
な
り
明

日
へ
の
活
力
と
な
る
そ
う
で
す
。
今
後
も
、

豊
富
な
知
識
と
経
験
を
生
か
し
、
青
年
農
業

士
と
し
て
、
農
業
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　︵
執
筆
・
撮
影

　瀬
谷
弘

　委
員
︶

さか もと かず のり

今
号
の
表
紙
か
ら

今
号
の
表
紙
か
ら

　今
号
の
表
紙
は
、
夏
井
川
水
系
の
二
大
江
筋
の
写
真
で
す
。

　小
川
江
筋
は
、
寛
文
五
年
︵
１
６
６
５
年
︶
に
完
成
し
た
。
建
設
に
は
、
当
時
の

平
藩
下
の
郡
奉
行
沢
村
勘
兵
衛
勝
為
が
尽
力
し
た
。
小
川
町
三
島
橋
付
近
に
建
立
さ

れ
た
大
堰
神
社
の
小
川
江
源
門
︵
表
紙
写
真
左
上
︶
︽
慶
安
四
年
︵
１
６
５
１
年
︶

完
成
︾
か
ら
取
水
し
、
通
水
域
は
、
小
川
町
下
小
川
、
平
上
平
窪
、
中
平
窪
、
下
平

窪
、
中
塩
、
大
室
、
鎌
田
、
上
神
谷
、
中
神
谷
、
下
神
谷
、
泉
崎
、
馬
目
、
原
高
野
、

北
神
谷
、
四
倉
町
大
森
、
長
友
︵
下
流
域
は
狐
塚
・
上
仁
井
田
・
下
仁
井
田
︶
ま
で

の
総
延
長
約
28
㎞
、
約
９
０
０

　の
水
田
を
潤
す
。

　愛
谷
堰
江
筋
は
、
延
宝
七
年
︵
１
６
７
９
年
︶
に
完
成
し
た
。
建
設
に
は
当
時
の

平
藩
下
の
三
森
治
右
衛
門
が
尽
力
し
た
。
好
間
町
の
愛
谷
堰
︵
表
紙
写
真
右
上
︶
か

ら
取
水
し
、
通
水
域
は
、
好
間
川
・
新
川
の
川
底
を
く
ぐ
り
抜
け
、
好
間
町
川
中
子

か
ら
平
の
中
心
市
街
地
を
通
り
、
飯
野
︵
谷
川
瀬
、
南
白
土
、
北
白
土
︶
、
夏
井

︵
山
崎
、
菅
波
、
荒
田
目
、
上
大
越
、
下
大
越
、
藤
間
︶
、
高
久
︵
下
高
久
︶
、
豊

間
︵
沼
ノ
内
︶
ま
で
の
総
延
長
約
18
㎞
、
約
３
３
０ 

の
水
田
を
潤
す
。
昭
和
48
年
に

全
面
的
に
改
修
を
行
わ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　両
江
筋
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
沢
村
神
社
︵
平
下
神
谷
字
岸
前
︵
表
紙
写
真
左
下
︶
︶
、

水
守
神
社
︵
平
荒
田
目
字
山
根
︵
表
紙
写
真
右
下
︶
︶
が
鎮
座
し
、
水
田
の
潤
い
を

見
守
っ
て
い
る
。

　今
号
が
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、
黄
金
色
の
稲
穂
が
頭
を
垂
れ
、
コ
ン
バ

イ
ン
が
圃
場
を
駆
け
回
っ
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
も
江
筋
の
水
の
お

か
げ
と
改
め
て
先
人
の
偉
業
に
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　

   

︵
執
筆
・
撮
影

　渡
邊
雄
八

　委
員
︶

稔
り
の
秋
を
迎
え
先
人
の
偉
業
に
感
謝
を

　
　
　
　
　
　
　�
小
川
江
筋
・
愛
谷
堰
江
筋
�

稔
り
の
秋
を
迎
え
先
人
の
偉
業
に
感
謝
を

　
　
　
　
　
　
　�
小
川
江
筋
・
愛
谷
堰
江
筋
�

ｈａ

ｈａ

ｈａ

ｈａ

ｈａ

（写真左端）



【お問い合わせ】農業委員会事務局　農政振興係（☎２２―７５３４）

（納税猶予の適用を受ける）

貸付けを希望

猶予継続

贈与
贈 与 者 受 贈 者

特定貸付け

免 　 除
（贈与者又は受贈者の死亡）

・　農地中間管理事業による貸付けはいつでも可能
・農地中間管理事業以外の貸付けの場合10年又
　は20年以上営農を継続

免除要件に該当する場合でも、税務署への届出
が必要になりますので、ご注意ください。

特定貸付け（基盤法等による貸付け）の概要（贈与税）

いわき市農業委員会だより 第172号（4）2016年（平成28年）10月1日

　贈与税の納税猶予の期間が一定年数以上ある受贈者が、納税猶予の適用を受ける農地を、農地中間管理

事業、農地利用集積円滑化事業又は利用権設定等促進事業により、農業公社に貸付け（「特定貸付け」と

いいます。）を行った場合について、特定貸付けを行っている旨等を記載した届出書を、貸付けを行った

日から２ヶ月以内に税務署に提出した場合には、納税猶予が継続されます。（不動産取得税の徴収猶予を

受けている方については、福島県いわき地方振興局（県税部）へ、同様の手続きを行う必要があります。）

○ 次の事業により貸し付ける場合に限ります。

　① 農地中間管理事業

　② 農地利用集積円滑化事業

　③ 利用権設定等促進事業（農用地利用集積計画）

○平成28年４月１日以後の上記①の事業による貸付けの場合は、貸付けまでの

　期間にかかわらず特定貸付けできます。

○上記②、③の事業による貸付けの場合、納税猶予の適用に係る贈与税の申告期限から農地等の貸付けまでの期

　間が10年（貸付け時の年齢が65歳未満の場合は20年）以上の受贈者に限ります。

○特定貸付け農地に耕作の放棄や貸借契約の解除等があった場合、所定の手続きを行わなければ納税猶予の適用

　が打ち切られます。なお、その際の手続及び必要な届出書類はケースにより異なりますのでご注意下さい。

～ 増与税の納税猶予の適用を受けている農地を
　　　　　　　農業公社に貸し付ける場合の特例 ～
～ 増与税の納税猶予の適用を受けている農地を
　　　　　　　農業公社に貸し付ける場合の特例 ～
～ 増与税の納税猶予の適用を受けている農地を
　　　　　　　農業公社に貸し付ける場合の特例 ～
～ 増与税の納税猶予の適用を受けている農地を
　　　　　　　農業公社に貸し付ける場合の特例 ～

なお、詳細については農業委員会事務局までお問い合わせください。

特定貸付けの仕組み

特定貸付けを行うための要件特定貸付けを行うための要件

特定貸付けの仕組み

2ヶ月以内に税務署に届出
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農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）

農地流動化情報農地流動化情報農地流動化情報 Vol.31

■売りたい

　農業委員会では、耕作を目的とする農地情

報の収集・提供を行っています。売買・貸借

等の意向がある方は、是非ご相談下さい。

※今回掲載した農地以外にも売買・貸借等の意向が

　ある方は、是非ご相談ください。

　【お問い合わせ】

　農業委員会事務局

　　�  0246（22）7578

　ご覧になって、手続き等の詳細を知りたいという方
は農業委員会事務局までお問い合わせください。 No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

田

畑

田

田

田

田

畑

畑

畑

田

田

田

田

49.64

3.00

18.31

30.19

30.18

98.05

8.55

5.84

7.11

24.70

18.45

5.04

29.29

平上高久字神下（3筆）

平上高久字神下（1筆）

平上高久字荒久（1筆）

平赤井字三の町（1筆）

平赤井字四の町（1筆）

小名浜南富岡字真石（9筆）

小川町上小川字後原（1筆）

小川町上小川字北赤沼（4筆）

小川町上小川字赤沼（3筆）

小川町上小川字石橋（1筆）

好間町小谷作字小谷作(1筆)

好間町小谷作字石名（2筆）

好間町小谷作字腰巻（2筆）

　稲作で生じるもみがらについて

は、基本的にはもみがらが出た田に

漉き込んだりする等、農地に還元す

ることが一般的であります。

今回、視察した㈱秋田農販では、も

みがらを利用した「もみがらボイ

ラー」という製品を取り扱っていま

す。特長としては、燃料として、加

工せずにもみがらを有効活用でき、

燃焼後の灰はくん炭となり排出され

るため、土壌改良剤としても利用で

きるということで、大変興味深い内

容でありました。

㈱秋田農販

平
成
　
年
度
東
北
・
北
海
道

　
　農
業
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

28

　東
北
・
北
海
道
の
農
業
委
員
系
統
組
織
が
一
堂
に
会
す
る
﹁
平
成
28
年
度
東
北
・
北
海
道
農
業
活

性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂
が
、
﹁
農
地
利
用
の
最
適
化
に
向
け
た
農
業
委
員
会
活
動
の
強
化
﹂
を
テ
ー
マ

と
し
、
去
る
８
月
31
日
に
秋
田
県
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
、
農
業
委
員
会
か
ら
は
委
員
26
名
と
事
務
局

職
員
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　当
日
は
約
千
八
百
名
が
参
加
し
、
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
教
授
安
藤
光
義
氏
が

講
師
と
し
て
招
か
れ
、
﹁
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
に
向
け
求
め
ら
れ
る
農
業
委
員
会
組
織
の
役

割
﹂
に
つ
い
て
聴
講
し
、
引
き
続
き
行
わ
れ
ま
し
た
事
例
発
表
を
通
じ
、
変
化
し
て
い
く
農
業
委
員

会
の
役
割
と
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
再
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
に
併
せ

て
、
環
境
問
題
や
循
環
型
農
業
を
意
識
し
た
製
品
の
開
発
や
研
究
を
行
っ
て
い
る
㈱
秋
田
農
販
︵
秋

田
県
大
仙
市
︶
に
て
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　自社で培ったノウハウを生かしたビニー
ルハウスで、トマトやイチゴ等の生産及びIT
を活用した管理システムの実証実験を行っ
ているほか、バイオエネルギーを利用した循
環型農業の研究を行っています。

もみがらの有効利用施設を視察

　農地の有効利用を進めるため、遊休農地の実態

把握と発生防止・解消および違反転用防止を目的

に、８月～12月を農地パトロール強化月間と設定

し、現地調査を行っています。

　調査の際、農業委員や事務局職員が農地に立ち

入る場合がありますので、ご協力をお願いいたし

ます。

農地パトロール(有効利用調査)強化月間
農業委員会事務局農地調整係　☎22－7578



編
集
後
記

編
集
後
記

佐 藤 哲 男 委員長 小 泉 昌 男 副委員長

渡 邊 雄 八 瀬 谷 　 弘 愛 川 卓 司

・
・ ・

　厳
し
い
夏
の
暑
さ
も
落
ち
着
き
、

だ
ん
だ
ん
と
過
ご
し
や
す
い
季
節

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
市
内
各
地

の
田
ん
ぼ
で
は
、
収
穫
の
秋
を
迎

え
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　農
家
で
は
、
昔
か
ら
田
植
え
や

稲
刈
り
の
作
業
が
終
了
し
た
節
目

に
﹁
さ
な
ぶ
り
﹂
や
﹁
刈
り
上
げ
﹂

と
い
っ
た
お
祝
い
が
あ
り
ま
す
。

　農
業
機
械
が
普
及
す
る
以
前
の

農
作
業
は
、
た
く
さ
ん
の
人
手
を

必
要
と
し
、
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た

方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

餅
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　農
家
同
士
、
お
互
い
に
結
の
精

神
で
守
っ
て
き
た
地
域
。
大
型
機

械
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し

た
現
代
で
も
根
本
に
あ
る
の
は
人

の
繋
が
り
。
こ
う
し
た
節
目
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

編 集 委 員

⑸再生1年後 ⑶混和・整地 ⑴再生前

⑹再生後の放牧 ⑷再生後 ⑵刈払い

︵
執
筆

　小
泉
昌
男

　副
委
員
長
︶
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　井上用水が流れる山田町明地地内で遊休農

地を再生し地域活性化と環境保全を目的に田

んぼアートが行われた。（NPO法人ミッショ

ン、福島県立磐城農業高等学校、地域住民有

志、井上水土里保全会等の共同で製作）

　今年は、いわき市市制施行50周年を記念し

て、「いわき市誕生50周年」の巨大な文字を

表現した。波立つ稲先が一層の躍動感を与え、

見学者の心を捕えていた。

※田んぼアートとは、田んぼをキャンパスに見立て、
　古代米等の色の異なる稲を使用して巨大な絵を
　描くことである。90年代に青森県南津軽郡田舎
　舘村で始まり、全国に広まった。

　

　四倉町下仁井田地区は、東日本大震災発生

時、沿岸部の田園地帯が浸水し大変な被害を

被ったが、復興基盤総合整備事業により現在

では写真のように見事に蘇り、震災前と遜色

ない風景が広がっている。

《四倉町下仁井田地区圃場整備組合　

　　　　　　　組合長　鈴木彦三氏　談話》

　大規模集積化により、管理が容易になり効

率よく農作業を行うことができた。今後は、

地区内で「人・農地プラン」の策定のための

話し合い、農地中間管理事業の活用、農業に

夢と希望を持った農家や担い手の発掘・育成

に努力したい。

　　　　　（執筆・撮影　愛川卓司　委員）

トピックストピックス
《西部地

区》

〔三和・川
前地区〕

　今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、

三
和
・
川
前
地
区
で
実
施

し
て
い
る
市
営
牧
野
の
草

地
更
新
作
業
に
つ
い
て
で

す
。　こ

の
事
業
は
、
被
災
地

域
の
公
共
牧
場
の
牧
草
地
の
再
生
利
用
を
進
め

る
た
め
、
急
傾
斜
地
等
に
お
い
て
効
率
的
・
効

果
的
に
放
射
性
物
質
の
影
響
を
低
減
す
る
取
り

組
み
で
す
。

　作
業
工
程
は
、
震
災
後
放
置
さ
れ
た
結
果
、

雑
草
や
雑
木
類
が
生
茂
っ
た
草
地
の
①
前
植
生

の
枯
殺
・
刈
払
い
↓
②
土
壌
改
良
剤
散
布
↓
③

混
和
・
整
地
↓
④
播
種
↓
⑤
鎮
圧
が
一
連
の
作

業
内
容
で
す
。

　初
年
度
の
平
成
25
年
度
は
、
一
般
社
団
法
人

日
本
草
地
畜
産
種
子
協
会
が
事
業
主
体
と
な
っ

て
行
い
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
か
ら
は
い
わ
き

市
が
実
施
主
体
で
い
わ
き
市
畜
産
団
体
連
絡
協

議
会
が
事
業
実
施
者
と
な
り
、
平
成
29
年
ま
で

５
ヶ
年
計
画
で
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
実

施
規
模
は
、
芝
山
牧
野
50

　、
荻
牧
野
33 

、

館
下
牧
野
47

　、
東
山
牧
野
９

　の
合
計
１
３
９

　で
東
京
ド
ー
ム
約
30
個
分
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
平
成
28
年
度
中
に
は
、
全
体
の
約
90
％
強

の
１
２
６

　が
終
了
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

　既
に
芝
山
牧
野
に
お
い
て
は
、
平
成
26
年
度

よ
り
開
牧
し
、
放
牧
年
間
延
べ
頭
数
が
牛
９
３

２
頭
で
、
平
成
27
年
度
の
年
間
延
べ
頭
数
は
牛

１
４
７
２
頭
、
馬
が
３
１
３
２
頭
で
あ
り
、
荻

牧
野
に
つ
い
て
は
、
今
年
の
9
月
に
開
牧
し
て

お
り
ま
す
。

　更
新
さ
れ
た
草
地
に
関
し
て
は
、
そ
の
都
度
、

放
射
性
物
質
検
査
を
し
て
安
全
性
を
確
認
し
て

い
ま
す
。
地
区
内
は
も
ち
ろ
ん
、
震
災
前
に
利

用
し
て
い
た
近
隣
市
町
村
の
畜
産
農
家
か
ら
も
、

安
心
安
全
な
牧
野
利
用
を
待
ち
望
ん
で
い
た
と

こ
ろ
で
す
。
風
評
被
害
払
拭
と
、
一
時
期
、
縮

小
気
味
に
な
っ
た
畜
産
経
営
活
性
化
に
も
つ
な

が
り
、
再
生
復
興
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
こ
と

が
現
実
味
と
し
て
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
　︵
執
筆
・
撮
影

　佐
藤
哲
男

　委
員
長
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農家のための情報誌

発　行……
購読料……
申込先……

電　話……

　毎週金曜日（月4回）
　月700円
　お近くの農業委員
　または農業委員会事務局
（22）7534

全国農業新聞の購読をあなたも

市
営
牧
野
の
草
地
更
新
作
業

市
営
牧
野
の
草
地
更
新
作
業
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①2016田んぼアートinいわき

②復興基盤総合整備事業

①2016田んぼアートinいわき

②復興基盤総合整備事業

①2016田んぼアートinいわき

②復興基盤総合整備事業

（平成28年7月中旬撮影）

（平成28年7月中旬撮影）
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